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背景背景背景背景        

 紀元前約1万年前からスペイン侵略のA.D.1532年までペルーからボリビアの一部に栄えたアン

デス文明は、乾燥した砂漠地帯や標高 5000m 級の山が連なるアンデス山脈、熱帯雨林など多様な

環境に存在していた。このような環境下で人類がどのように安定な食糧供給を導き、巨大な帝国

を築くに至ったのかという研究は、考古学のみならず、人類学や民俗学、宗教学など多くの学問

において重要である。本研究は食料変遷の視点から、アンデス文明の発展を調べている。 

 アンデス文明における食性変遷の全貌を解明するには以下の 3 つの視点で議論する必要がある。 

①時代差による食性の変遷 

②地域差による食性の多様性 

③個人史おける食性の変遷 

①と②を組み合わせることでアンデス文明の集団レベルの食性の時空間における変遷を考える

ことができ、さらに③を調べることで、食性からどのような人物が埋葬されていたかを検討する

ことが可能になり、考古学的見解を合わせることで、当時その遺跡が果たした社会的機能を推測

することができる。 

特に③の 1個体における一生を通した食性の変化を調べるには、10年間の食性の平均値しかも

たない古人骨だけでは難しいが、代謝回転速度の異なる様々な軟部組織をもつミイラならば多く

の情報を与えてくれる。幸いにもアンデス文明が発展したペルー共和国は、乾燥した海岸地域や、

冠雪地帯の山頂付近で多くのミイラが出土するため、ミイラを用いた食性研究に適したフィール

ドといえる。 

ミイラから得られる多くの食性情報から考察できることは多々あるが、中でもトウモロコシの利

用と人の移動が注目されている。アンデス文明においてトウモロコシは宗教的・政治的な祭りご

とで用いられる食物で、大地の神に捧げたり、祭祀で飲まれるチチャというお酒の原料になる。 

また、神に捧げる生贄は殺される直前にトウモロコシ摂取量が増えるなど、特別な社会的地位に

いることの指標になると考えられている。一方、海産物摂取量の大小は、そのまま海岸からの距

離の遠近を表すので、人の居住域を知ることができる。アンデス文明では、神殿やピラミッドが

建てられた宗教センターと呼ばれる遺跡を中心として文化が発展しているため、宗教センターへ

の人の移動やその社会的機能・役割が注目されている。同位体分析を行なうことで、遺跡に埋葬

された人の食性から推測される海岸との距離と遺跡の立地の関係から、人の動きを考えることが

できる。ヒト遺存体の毛髪は１か月で約 1cm 伸びるため、食性が連続的に保持されている。毛髪

の食性を連続的に調べることで、食性の経時的変化から人の動きを知ることができる。また、皮

膚の代謝回転速度は 20-40 日であるため、死期の約１か月前までの食性記録から、亡くなる直前

の移動を検証できる。 

 

 



目的目的目的目的    

 本研究は、ペルー中部海岸地域の宗教センターだったと考えられているパチャカマック遺跡

から出土した、ミイラとして埋葬された人々の移動や出自の検証を目的として、ミイラの軟部組

織を用いた同位体分析を行った。 

 

 

結果結果結果結果    

    毛髪の炭素・窒素同位体比分析から地下墓に埋葬された人々は海産物摂取量が様々で、窒素

同位体比は最大で 18.0‰、最小で 10.5‰で、7.5‰の幅がある。また、12ヶ月の平均値のばら

つきは炭素で 1.1‰、窒素で 2.0‰となり、窒素同位体比は個体差が大きいことがわかる。他

遺跡と比較すると、内陸約 50kmの遺跡と同程度の海産物摂取量を示す個体がいる。また、パチ

ャカマック遺跡は海岸に隣接しているにも関わらず、最も海産物摂取量の多い個体でも、内陸 5

～10km の遺跡の個体と同程度の海産物摂取量であった。このことから、パチャカマック遺跡の

地下墓には海岸からの距離が異なる地域に暮らす人々が埋葬されていたと考えられる。また、

先行研究で内陸の遺跡から海岸沿いの遺跡へ移動した個体の窒素同位体比の標準偏差は

2.3‰であったが、パチャカマック遺跡のミイラは 0.4~1.3‰の変動しかなく、生前、内陸部か

ら海岸地域への移動はなかったと考えられる。 

さらに、トウモロコシ摂取量は、南部海岸地域の遺跡と比べるとパチャカマック遺跡の方

が高いが、中南部海岸地域のナスカ遺跡の毛髪との比較では同程度の摂取量であった。中部

海岸地域の宗教センターではない遺跡のミイラはトウモロコシ摂取量が高いという報告もあ

り、中部・中南部海岸地域では社会的地位に関係なくトウモロコシ摂取量が多かったと考え

られる。従って、パチャカマック遺跡に埋葬された人物も、一般的な階級に属する人であっ

たと可能性が示唆される。 

 

 


